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関西玉龍同窓会では、卒業

生の皆さんの参加をお待ちして

います。和気あいあいとした雰囲

気で盛り上がる関西玉龍同窓

会に皆さんも参加してみません

か。 

会 報 発 行 に よ せ て 

関 西 玉 龍 
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新しい出会いに心おどって～同窓会に思う～ 

鹿児島玉龍高校を卒業して早や7年。また

卒業式の時期が巡ってきました。福晶寺からの

柵沿いの桜の中で撮った卒業式の日の写真を

今も大切に飾っています。勉強（？）に、部活

に打ち込んだ玉龍高校での3年間、「青春」と

いう言葉がピッタリで、今でも楽しい思い出が色

あせることなく次々に思い出されます。 

卒業式の時は恩師や友達と離れる寂しさ

や、これからの不安で卒業したくなくて泣いてば

かりでした。そんな時「同窓会入会式」が私たち

卒業生に対して行われ「同窓会」の存在を初

めて知りました。その時の紹介が「関東玉龍

会」と「福岡玉龍会」だけだったので、「いい

なー。私が行く関西にはないんだな」と寂しく

思っていました。 

それから、私は京都に進学し「今年は甲子

園に出られるかな」と毎年、楽しみに母校を応

援していました。そして現在、大阪の八尾駐屯

地にあります陸上自衛隊中部方面航空隊に

所属し、婦人自衛官として勤務しております。

仕事は大変なことも多いですが、上司や同僚

にも恵まれ、毎日楽しく過ごしています。 

そんな時、インターネットで偶然にも「関西玉

龍会」の存在を知りました。驚きとともに、とても

嬉しくなり問い合わせのメールを送ったのがきっ

かけで、昨年6月、京都で行われた「関西玉龍

同窓会」に初めて参加させていただきました。

「どんな会なんだろうか」と会場に着くまでかなり

緊張していましたが、先輩方の温かい歓迎で

楽しい時間を過ごすことが出来ました。「近くに

こんな素晴らしい会があって心強いなぁ」と思

い、これからのことが楽しみになりました。 

これからも、この「関西玉龍同窓会」にたくさ

んの人が集まり、新しい出会いを通して素晴ら

しい会になっていくことを楽しみにしています。 

（瀬筒桂・H8卒） 

関西玉龍同窓会も創立6年目。これを機

会に会報を発行することになりました。お届けし

た会報「プレ号」は、第1号の前段号で、いわば

「体裁の見本号」とご理解いただきたいもので

す。ですから、会報の名前もまだ仮称です。7

月に発行予定の第1号では、皆さんからのご意

見を集約し、正式な会報名を決定してスタート

します。 

会報は「肩の凝らない内容に」をキーワード

にして、会員の皆さんの近況、体験談、自慢

話や失敗話、短歌に俳句、消息、年度別同

窓会の予告や報告、お嫁さん・旦那さん探しな

ど何でもありです。とにかく、バラエティに富んだ

紙面づくりを目指しています。 

皆さん、どしどし原稿をお寄せください。会報

名の方もよろしくお願いします。 

【連絡・投稿先】 

会報担当・副会長 古里洋聿 

〒569-0036 高槻市辻子3-16-2 

TEL&FAX 072-671-6901 

E-mail ja3ckn@jarl.com 

または各幹事まで！ 

プレ号 

2003年3月15日発行 

関西玉龍同窓会 

同 窓 会 事 務 局 

か ら の お知 ら せ 

【関西玉龍同窓会事務局】 
 

事務局長 

丸山宣武（S34卒） 
 

〒612-0878 

京都市伏見区深草田谷町1 

聖母女学院短期大学 

丸山気付関西玉龍同窓会 

TEL：075-643-6781 

FAX：075-643-8786 

maruyama@jc.seibo.ac.jp 

「かごしまファンデー」が3月2日、大阪北区の

大阪国際会議場で行われました。主催は関

西玉龍同窓会の名誉会長でもある稲盛和夫

氏が会長の関西鹿児島県人会総連合会で、

当日は約8000人の“鹿児島ファン”がNHK連

続テレビ小説「まんてん」のヒロイン・宮地真緒

さんのトークショー、郷土芸能、約100店もの物

産展などで1日を楽しみました。関西玉龍同窓

会からも5人、お手伝いに駆けつけて頑張りまし

た。（上野紘一・S36卒） 

か ご し ま フ ァ ン デ ー 

総会開催のお知らせ 

第7回関西玉龍同窓会総会

を次の日程で開催します。多く

の皆さんのご参加をお待ちしてお

ります。 
 

○日時 

平成15年9月27日（土） 

14:00－18:00（予定） 

○場所 

京都リーガロイヤルホテル 
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平成13年度 会計報告   事務局長 丸山宣武 

会計年度 平成13年4月1日～平成14年3月31日  

Ⅰ 収入の部  （円）   

 前年度からの繰越金  166,815   

 会費収入  578,000  (男)38名×10,000円＋(女)22名×8,000円 

 年会費  225,000  入会者112名（内1名3,000円） 

 幹事会会費  266,000   

 祝い金  80,000  総会来賓より 

 特別寄付収入  111,000  総会日席上寄付（大半無記名） 

 県人会会費  101,000   

 同窓会名簿収入  31,450   

 利息  40   

 計  1,559,305   

       

Ⅱ 支出の部  （円）   

 総会費  672,783  会場ホテル（他付帯費含） 

 幹事会費  256,000  延べ5回分（266,000円中残は上記に） 

 事務消耗品費  20,940  帳簿、伝票、コピーなど 

 旅費交通費  161,000  関東、福岡、母校へ 

 通信費  106,190  会報、県人会、総会案内など 

 広告費  13,000  県人会、高校連合会 

 県人会費  114,000   

 鹿県高校連合会  10,000   

 同窓会名簿費  20,000   

 10,000  卒業式 

 振込手数料  530   

 公租公課  8  利息に対し 

 次年度繰越金  174,850   

  通帳残高  162,782   

  振込口座残高  10,000   

  現金  2,076   

 計  1,559,305   

母校寄付  

平成13年度監査報告 

標記の件につき、私共監事2名は金銭出納帳及び証憑に基づき厳

正に監査致しました。 

その結果、適正に処理されていることを確認いたしました。 

ここにご報告いたします。 

平成14年5月31日 

監事 津崎康文 印 

監事 松岡  繁 印 

平成14年度 収支予定   事務局長 丸山宣武 

Ⅰ 収入の部  （円）   

 前年度からの繰越金  174,854    

 会費収入  510,000   (男)35名×10,000円＋(女)20名×8,000円 

 年会費  240,000   入会者120名 

 幹事会会費  210,000    

 寄付収入  150,000    

 利息  100    

 計  1,284,954    

       

Ⅱ 支出の部  （円）   

 総会費  550,000   会場ホテル（他付帯費含） 

 幹事会費  200,000    

 事務消耗品費  5,000   帳簿、伝票、コピーなど 

 旅費交通費  150,000   関東、福岡、母校へ 

 通信費  65,000   会報、県人会・総会案内など 

 広告代  13,000   県人会、高校連合会 

 事務経費  30,000    

 会報代  34,000    

 寄付金  10,000    

 印刷費  5,000    

 雑費・予備費  222,954    

 計  1,284,954    

会計年度 平成14年4月1日～平成15年3月31日  

はじめての関西玉龍情報紙、皆さんは

どのような感想を持たれたのでしょうか。こ

の情報紙は、読者参加型情報紙を目

指しています。「こんな企画はどうだろう」、

「もっと写真を掲載して欲しい」など、ご意

見・ご要望をお寄せ下さい。皆さんの積

極的な参加をお待ちしております。 

さて、わたしは情報紙の編集・レイアウ

ト制作を担当している久永（H9卒）といい

ます。本業は大学院で国際経済学を勉

強しています。一緒に充実した情報紙に

していきましょう。 

（久永忠・H9卒） 

編 集 後 記 

○編集委員長 

古里洋聿（S33卒） 

○編集委員 

上野紘一（S36卒） 久永忠（H9卒） 

児島玉龍高等学校卒業式は始まりまし

た。今年の卒業生は362名。1年生の時

には玉龍創立60周年、2年生の時にはア

メリカ同時多発テロなど印象深い思い出

の多い卒業になったようです。 

前日の3月3日には同窓会入会式があ

り、卒業生362名が新たに同窓会の会員

になりました。 

若い卒業生たちがこれからすばらしい

青年に成長するよう私たちもお手伝いし

たいと思いました。（古里洋聿・S33卒） 

前日の雨も上がり素晴らしい天気に恵

まれた3月4日午前10時より、第53回鹿

関西玉龍同窓会情報紙編集委員会

では、同窓生の皆さんがお書きになった原

稿を大募集しています。皆さんの体験

記、短歌や俳句など、どんな内容でも構

いません。読者参加型紙面になくてはなら

ないものは、まさに読者の皆さんからの投

稿原稿です。皆さんご自身の思いの丈を

同窓会情報紙に綴ってみませんか。皆さ

ん、ふるってご投稿下さい!! 
原 稿 募 集 中 ! ! 

【連絡・投稿先】 

会報担当・副会長 古里洋聿 

〒569-0036 高槻市辻子3-16-2 

TEL&FAX 072-671-6901 

E-mail ja3ckn@jarl.com 

卒業式に参加して 


